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広島城天守閣耐震診断調査結果 

 

１ 建物概要 

 ⑴ 建物名称等 

   ・名 称  広島城天守閣 

   ・所在地  広島県広島市中区基町２１番１号 

   ・用 途  広島城 

 ⑵ 構造・規模 ＲＣ造（天守閣入口部分は木造） 

         ＲＣ造：地上５階建 延床面積 １３２２．１０㎡ 

         木 造：地上２階建 延床面積   ３６．８９㎡ 

 ⑶ 建築年   昭和３３年（築後６２年） 

 

２ 耐震診断調査結果 

⑴ ＲＣ造部分（天守閣） 

一般財団法人日本建築防災協会（以下「協会」という。）による「2017年改訂版 既

存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診断基準・同解説」の第２次診断法※1 により判定

を行った。 

【判定指標：Is値※2≧0.75 ｑ値※3≧1.00】 

 
  階 

Ｘ方向（東西方向） Ｙ方向（南北方向） 

Is値 ｑ値 Is値 ｑ値 

天
守
閣 

５階 ０．６３ １．２５ ０．６３ １．２５ 

４階 ０．６０ ２．０８ ０．５８ ２．０４ 

３階 ０．１９ ０．６６ ０．２０ ０．７１ 

２階 ０．７３ １．２７ ０．４６ １．２６ 

１階 ０．４７ １．４９ ０．３７ １．２９ 

＊ 広島市では、「災害に強いまちづくりプラン」に基づき、不特定多数の者が利用す

る公共施設については、Is 値 0.75（国が定める基準値 0.6 の 1.25 倍）以上を目標

数値としている。 

※１ 第２次診断法：柱、壁の量及び強度により、耐震性能を算出する方法であり、

学校等公共施設の耐震診断にも多く採用されている。 

※２ Is値：構造体の耐震性能を表す指標 

※３ ｑ値：地震による水平方向の力に対して建物が耐えることができる強さを表し

た指標 

参考資料２ 
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 （参考）Is値・ｑ値の基準：震度６強から７に達する程度の大規模の地震の場合 

＊ 上記のいずれの区分に該当する場合であっても、違法に建築されたものや劣化が放置

されたものでない限りは、震度５強程度の中規模地震に対しては損傷が生ずるおそれは

少なく、倒壊するおそれはない。 

 

⑵ 木造部分（天守閣入口）  

「2012 年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法」の精密診断法２※4（保有水平耐力

計算）により判定を行った。 

【判定指標：Iw値※5≧１．２５】 

 

天
守
閣
入
口 

  階 

Ｘ方向（東西方向） Ｙ方向（南北方向） 

Iw値 Iw値(最小) 

２階 ０．１１ ０．２１ 

１階 ０．３０ ０．１０ 

＊ 広島市では、「災害に強いまちづくりプラン」に基づき、不特定多数の者が利用す

る公共施設については、Iw 値 1.25（国が定める基準値 1.0 の 1.25 倍）以上を目標

数値としている。 

※４ 精密診断法２：柱、壁等の個々の部材の耐力及び剛性により、耐震性能を算出

する方法であり、高さの高い壁や広い空間を持つ学校等公共施

設の耐震診断にも多く採用されている。 

※５ Iw値：木造建物の耐震性能を評価する指標 

 

（参考）Iw値の基準：震度６強から７に達する程度の大規模の地震の場合 

Iw値 0.7未満 地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性が高い。 

Iw値 0.7以上 1.0未満 地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性がある。 

Iw値 1.0以上 地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性が低い。 

＊ 上記のいずれの区分に該当する場合であっても、違法に建築されたものや劣化が放置さ

れたものでない限りは、震度５強程度の中規模地震に対しては損傷が生ずるおそれは少なく、

倒壊するおそれはない。 

 

Is値 0.3未満 

   又は 

ｑ値 0.5未満 

地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性が高い。 

上下以外 地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性がある。 

Is値 0.6以上 

   かつ 

ｑ値 1.0以上 

地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性が低い。 
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⑶ 天守閣の状況 

   耐震診断の結果と、Is値・ｑ値・Iw値の基準に照らし合わせると、次の結果となる。 

天守閣（ＲＣ造） 大規模の地震の振動及び衝撃に対して

倒壊し、又は崩壊する危険性が高い。 
耐震補強が必要 

天守閣入口（木造） 

 

３ 今後の取組について 

  耐震診断調査結果を踏まえ、「広島城のあり方に関する懇談会」の意見も参考に、耐震

対策（耐震改修又は木造再建）のあり方について検討を進める。 


